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村
が
国
へ
申
請
し
て
い
た
地
域
再

生
計
画
「
ま
で
い
ラ
イ
フ
に
よ
る
優

し
い
笑
顔
と
心
が
満
ち
た
村
づ
く
り
」

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
再
生
計
画
と
は
、
村
が
３
月

に
認
定
を
受
け
た
構
造
改
革
特
区

（
ど
ぶ
ろ
く
特
区
）
の
よ
う
に
、
各
種

規
制
緩
和
策
に
つ
い
て
市
町
村
が
国

へ
申
請
し
、
こ
れ
を
国
が
認
定
す
る

も
の
で
す
。
特
区
は
、
個
人
や
民
間

で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
地
域
再
生

は
地
方
公
共
団
体
が
対
象
で
す
。

今
回
認
定
さ
れ
た
計
画
の
概
要
は
、

飯
樋
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

保
育
所
な
ど
に
転
用
し
て
、
保
健
福

祉
や
子
育
て
の
連
携
を
強
化
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
よ
う
に
国
の
補
助
を
受
け
て
整

備
し
た
施
設
の
用
途
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
相
応
分
の

補
助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

計
画
の
認
定
に
よ
り
、
補
助

金
を
返
還
し
な
く
と
も
用
途

変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

保
育
所
の
施
設
改
修
工
事

は
、
今
年
度
中
に
終
え
る
予

定
で
す
。

村
行
政
改
革
懇
談
会
（
庄

司
和
明
会
長
）
と
村
が
主
催

す
る
第
１
回
自
立
推
進
セ
ミ

ナ
ー
が
「
い
ち
ば
ん
館
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

村
民
65
人
が
出
席
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
鮫
川
村
役
場

総
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
の

鈴
木
眞
理
子
さ
ん
が
「
鮫
川

村
の
自
立
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

鮫
川
村
は
、
平
成
14
年
に

棚
倉
町
と
塙
町
と
の
法
定
合

併
協
議
会
を
設
置
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
住

民
投
票
で
反
対
票
が
７

割
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、

協
議
会
を
解
散
し
自
立

の
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

講
演
で
鈴
木
さ
ん
は
、

高
齢
者
中
心
の
豆
づ
く

り
に
よ
る
医
療
費
軽
減

や
行
財
政
改
革
な
ど
村

の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
ほ
か
、「
合
併
か
自
立
か
は

手
段
の
違
い
で
あ
っ
て
、
村

の
将
来
を
見
据
え
る
視
点
は

同
じ
。
自
立
の
道
は
自
分
の

地
域
を
好
き
に
な
る
こ
と
だ

と
思
う
」
と
、
村
へ
の
熱
い

思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
、
出
席
者
か

ら
質
問
が
相
次
ぐ
な
ど
、
活

発
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
２
回
目
の
セ
ミ
ナ

ー
は
、
８
月
25
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

（－5人）

（－2人）

（前月比）

（－7人）

（－1戸）

（国勢調査に基づき増減された現住人口）

氏　　　名 年　齢 行政区

村
子
供
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

（
佐
藤
峯
夫
会
長
）
主
催
の
「
青
少
年

健
全
育
成
を
進
め
る
つ
ど
い
」
が
村
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
は
じ
め
に
原
町
市
生

涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
紺
野
幸
氏
か

ら
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
問

題
提
起
が
さ
れ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
毎
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
心
な
討
議
の
結
果
、
各
家
庭
・

地
域
で
次
の
５
つ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
中
は
、
子
供
た
ち
と
接
す
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

家
庭
や
地
域
で
青
少
年
健
全
育
成
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

○大人から進んで子供たちにあいさつしよう。
（まず夫婦、親子から実践）

○家の手伝いをさせながら、子どもと積極的に会
話をしよう。
○生活のルール（起床・就寝時間、門限、出かけ
る時は行き先を告げて…）を定めて、みんなで
守ろう。
○地域行事（子供会・老人クラブとの交流、地域
美化活動など）には親子で参加し、子供たちの
名前を覚えよう。
○よその子供にも良いことと悪いことを教えよう。


